
挑戦ⓗ◊✲㸦ⴌⱆ㸧㸯 

㸯 ◊✲┠ⓗ及び◊✲方ἲ、応募⪅の◊✲㐙⾜⬟力 

本研究種目は審査区分表の「中区分」で審査されます。記㏙に当たっては広い分㔝構成で多角的視点から審査が行われるこ

とに注意すること。 

① 本研究の目的 

② その研究目的を㐩成するための研究方法㸦研究体制㸦「研究組織」にある研究者及び研究協力者のそれぞれの役割㸧を

含む㸧 

③ 応募者の研究㐙行能力㸦これまでの研究活動の具体的な内容等。必要に応じて今回の研究構想に直接㛵係しないものを

含めてもよい。㸧 

について、㸰㡫以内で焦点を絞って具体的かつ明確に記㏙すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式㹑㸫㸲㸰㸫㸰研究計画調書㸦添付ファイル㡯目㸧 

研究計画௒ॽ作੔に౲たってཻ意すること 

○ຌཻ意事項の಼༲をॉ෾に確೟し、研究計画௒ॽの作੔࣎にはこのテキストボックスごと削ঈすること○ 

 

留意事㡯①㸸 

1. 本研究種目は、これまでの学術の体系や方向を大きく変㠉・㌿換させる潜在性を有する挑戦

的研究を募㞟するものです㸦㸦萌芽㸧については、探索的性㉁の強い、あるいは芽生え期の

研究計画も対象としています㸧。応募に当たっては自㌟の研究計画がその㊃旨に沿ったもの

であるかを十分に確認すること。 

2. 挑戦的研究㸦萌芽㸧は審査区分表の中区分により、広い分㔝の委員構成で多角的視点から審

査が行われることに留意の上、研究計画調書を作成すること。 

3. 挑戦的研究㸦萌芽㸧では、様式㹑㸫㸲㸰㸫㸯㸦「研究計画調書の概要」欄㸧に研究計画調書

㸦Web入力㡯目㸧の前半㒊分を加えた「研究計画調書㸦概要版㸧」のみによる事前の㑅考を

行います㸦応募件数が少ない場合、事前の㑅考は行いません㸧。 

4. 書㠃審査では、様式㹑㸫㸲㸰㸫㸯㸦「研究計画調書の概要」欄㸧は参照できないため、様式

㹑㸫㸲㸰㸫㸯㸦「研究計画調書の概要」欄㸧と本様式は独立に作成する必要があります。例

えば、様式㹑㸫㸲㸰㸫㸯㸦「研究計画調書の概要」欄㸧に㍕せた図を本様式で引用すること

はできないため、必要な図はそれぞれに記㍕すること。 

 

留意事㡯②㸸 

1. 作成に当たっては、研究計画調書作成・記入要㡿を必ず確認すること。 

2. 本文全体は㸯㸯ポイント以上の大きさの文字等を使用すること。 

3. 各㡫の上㒊のタイトルと指示書きは動かさないこと。 

4. 指示書きで定められた㡫数は㉸えないこと。なお、空白の㡫が生じても削㝖しないこと。 

 

○ຌཻ意事項の಼༲をॉ෾に確೟し、研究計画௒ॽの作੔࣎にはこのテキストボックスごと削ঈすること○ 

 


